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おいでん・さんそんセンター豊田市 企画政策部 企画課 
おいでん・さんそんセンター 検 索MAIL:sanson-center@city.toyota.aichi.jp

　手間・コストがかかるといって、一度は文明の利器にとって代わられた畜力、木、竹など

自然の恵み。広がりが鈍化している風、太陽、水の流れから得られる自然エネルギー。

　しかし今、社会を持続可能にするため、それら自然のチカラを積極的に暮らしに取り入

れる人たちがいます。実践者の話を聞き、自然のチカラを生かす暮らしについて、みんな

で考えてみませんか？

●日時｜2019年2月3日（日）13：00‐17：30（受付開始12：30）

●場所｜豊田市足助交流館　豊田市足助町蔵ノ前16

●プログラム｜＊第１部【定員200名】13：00オムニバストーク『暮らしに生かす 自然のチ

カラ』パネリスト：久津輪雅（くつわまさし）氏（岐阜県立森林アカデミー准教授）／岩間敬

（いわまたかし）氏（一般社団法人馬搬振興協会代表理事）／井筒耕平（いづつこうへい）

氏（株式会社sonraku代表取締役）／清水潤子（しみずじゅんこ）氏（猟師・ジビエカフェ

Muiオーナー）

＊第2部15：00 くるま座談義：①森林部会「木づかいで変わる暮らし」【定員20名】②森林部

会「馬・動物とともにある暮らし」【定員30名】③地域スモールビジネス研究会「地域のエ

ネルギーは自分たちでツクル」【定員30名】④食と農専門部会「ヘンタイが中山間地農業

を救う？」【定員30名】＊第3部【定員40名】18:00夜なべ談義（交流会）※交流会のみ参

加費（5,000円程度）が必要です。※詳細については、センターホームページで確認くださ

い、チラシのダウンロードもできます。

●参加申込｜チラシ裏面の申込票に記入の上、FAXで送信、又は次の項目を記入したメ

ールをお送りください。①氏名②参加希望（オムニバストーク／くるま座談義【上記①～④

のいずれか1つを記入】／夜なべ談義）③電話番号④メールアドレス⑤所属

●申込締切｜1月25日（金）必着。受付後、受講案内・駐車券をお送りします。※応募者の個

人情報は、受講案内の発送など当シンポジウムの運営に使用します。今後、イベント等の

ご案内をさせていただく場合がございます。

●問合｜おいでん・さんそんセンター TEL: 0565-62-0610 

mail: sanson-center＠city.toyota.aichi.jp

　
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
最
果
て
、ポ
ル

ト
ガ
ル
の
最
西
端
に
ロ
カ
岬
が
あ
る
。

果
て
し
な
く
続
く
大
西
洋
を
臨
む
高

さ
１
４
０
ｍ
の
断
崖
に「
こ
こ
に
地
果

て
海
始
ま
る
」の
詩
文
が
刻
ま
れ
た
石

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
大
航
海
時
代
に
東
の
果
て『
黄
金
の

国
ジ
パ
ン
グ
』を
目
指
し
て
船
を
漕
ぎ

だ
し
た
と
さ
れ
、宮
本
輝
氏
の
小
説

「
こ
こ
に
地
終
わ
り
海
始
ま
る
」の
モ

セ
ン
タ
ー
長
の

ミ
ラ
イ
の
フ
ツ
ー
に

向
か
っ
て
！

センター長

鈴木辰吉

チ
ー
フ
と
な
っ
た
こ
の
場
所
に
い
つ
か

立
って
み
た
い
と
思
う
。

　
明
治
１
５
０
年
の
節
目
だ
っ
た
２
０

１
８
年
が
終
わ
り
、２
０
１
９
年
が
始

ま
る
。お
金
の
量
で
測
る
世
界
で
は

も
っ
と
も
豊
か
な
国
と
な
っ
た『
黄
金
の

国
ジ
パ
ン
グ
』だ
が
、夢
と
希
望
と
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
国
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

明
治
維
新
以
来
、１
５
０
年
に
わ
た
っ

て
続
い
た
拡
大
と
成
長
の
歴
史
は
、物

質
的
な
豊
か
さ
と
と
も
に
多
く
の
負

の
社
会
課
題
を
生
み
出
し
て
し
ま
っ

終
わ
り
は
始
ま
り

VOL.50

た
。都
市
と
山
村
を
合
わ
せ
持
つ
特

性
を
生
か
し
、人
、地
域
、団
体
が「
つ
な

が
る
」こ
と
で
こ
れ
を
解
決
し
、新
し
い

時
代
を
切
り
開
こ
う
と一般
社
団
法
人

お
い
で
ん・さ
ん
そ
ん
は
設
立
さ
れ
た
。

　
２
０
１
９
年
は
、当
社
団
に
と
っ
て

大
き
な
飛
躍
の
年
に
な
る
。人
材
育
成

塾「
豊
森
な
り
わ
い
塾
」を
ト
ヨ
タ
自
動

車
㈱
か
ら
引
き
継
ぐ
ほ
か
、里
山
く
ら

し
体
験
館「
す
げ
の
里
」の
運
営
を
担

う
。

　
森
林
部
会
を
は
じ
め
と
す
る
専
門

部
会
活
動
も
大
き
く
拡
充
さ
れ
、「つ
く

ラ
ッ
セ
ル
」を
拠
点
と
し
た「
里
モ
ビ
互

助
会
」の
活
動
も
始
動
す
る
。そ
れ
ぞ

れ
の
取
組
が
重
な
り
合
っ
て
、最
大
の

効
果
を
生
み
出
し
て
い
く
新
た
な
ス

テ
ッ
プ
に
移
行
す
る
準
備
が
着
々
と

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ロ
カ
岬
の
石
碑
は
、終
わ
り
は
ミ
ラ

イ
の
始
ま
り
で
あ
る
こ
と
を
私
た
ち

に
教
え
て
く
れ
て
い
る
。２
０
１
９
年

を
新
し
い
時
代
の
始
ま
り
の
年
に
し

た
い
と
思
う
。

平成30年度　いなかとまちのくるま座ミーティング

　
「
と
よ
た
里
山
猪
肉
カ
レ
ー
」開

発
、販
売
の
取
組
が
、内
閣
官
房
・
農

林
水
産
省
主
催「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー

農
山
漁
村
の
宝
」に
選
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

11
月
22
日（
木
）、首
相
官
邸
に
お

い
て
、選
定
証
授
与
式
及
び
首
相
、農

林
水
産
大
臣
な
ど
と
の
交
流
会
が
開

催
さ
れ
、商
品
開
発
チ
ー
ム
を
代
表

し
て
足
助
高
校
３
年
の
梅
村
凛
音
く

ん
と
高
山
竜
河
く
ん
、企
画
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
お
い
で
ん
・
さ
ん

そ
ん
セ
ン
タ
ー
か
ら
鈴
木
辰
吉
セ
ン

タ
ー
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

安
倍
首
相
は
、あ
い
さ
つ
で
次
の

よ
う
に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。「
本
日

は
、過
去
最
高
の
１
０
１
５
件
の
応

募
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
方
々
に
こ
う

し
て
お
集
ま
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

う
れ
し
い
こ
と
に
、愛
知
県
と
福
岡

県
か
ら
は
高
校
生
が
中
心
と
な
っ
た

取
組
が
選
ば
れ
て
、参
加
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。次
の
時
代
を
担
う
若
い

方
々
も
一
緒
に
な
っ
て
、地
域
の
魅
力

を
磨
き
、ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
く
、

本
当
に
心
強
い
取
組
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
」（
内
閣
官
房
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

　

首
相
の
あ
い
さ
つ
か
ら
も
、こ
の

取
組
が
選
定
さ
れ
た
要
因
は
、商
品

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
い
の
り
ん
」の
デ
ザ

イ
ン
や
全
校
を
あ
げ
て
の
商
品
宣
伝

で
活
躍
し
た
高
校
生
の
若
い
力
が
大

き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
翌
23
日（
金
）の
日
本
橋
に
お
け
る

マ
ル
シェに
は
、㈱
ワ
イ
ズ
の
山
本
庸
司

社
長
、開
発
担
当
者
の
田
中
都
恵
さ

ん
も
合
流
。こ
こ
で
も
高
校
生
は
大

活
躍
で
し
た
。

　
「
つ
な
が
る
」こ
と
が
新
た
な
価

値
の
創
造
や
社
会
課
題
を
解
決
し
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

に
も
貢
献
す
る
好
事
例
と
し
て
評
価

さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。

　
共
同
開
発
者
の
カ
レ
ー
ハ
ウ
ス
Ｃ

ｏ
Ｃ
ｏ
壱
番
屋
を
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

展
開
す
る
㈱
ワ
イ
ズ
、足
助
高
校
、獣

肉
処
理
加
工
施
設
㈱
山
恵
の
３
者
は

も
と
よ
り
、商
品
開
発
会
議
の
メ
ン

バ
ー
は
じ
め
２
万
食
以
上
の
売
上
げ

に
貢
献
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
お
陰

で
あ
り
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

選定証を授与される鈴木辰吉センター長

安倍首相と記念撮影。左から梅村凛音（うめむらりおん）くん、安倍首相、高山竜河（たかやまりゅうが）くん、おいでん・さんそんセンター長鈴木辰吉（すずきたつよし）

 特集｜暮らしに生かす　自然のチカラ 特集｜暮らしに生かす　自然のチカラ

う
め
む
ら
り
お
ん

平成３０年度　いなかとまちのくるま座ミーティング

参加費無料

申込受付中
 暮らしに生かす　
　　自然のチカラ

今、見つめ直したい。

パネリストのみなさん
と

一緒に考えてみません
か？

久津輪 雅氏
岐阜県立森林アカデミー

准教授

岩間 敬氏
（一社）馬搬振興協会

代表理事

井筒 耕平氏
㈱SONRAKU
代表取締役

清水 潤子氏
猟師・ジビエカフェMui

オーナー

申込は、こちらのＱＲコードからも可能です。（1月4日から）

くつわ　まさし いわま　たかし いづつ　こうへい しみず　じゅんこ

や
ま
け
い

1月号
2019.1.01発行

 『とよた里山猪肉カレー』が第５回
 ディスカバー農山漁村の宝に選定

た
か
や
ま
り
ゅ
う
が

や
ま
も
と
よ
う
じ

た
な
か
く
に
え

む　　　　ら

む　
　
　
　
ら



　12月2日（日）、秋の彩りが美しい山々に囲まれる豊田森林組合足
助支所で、原木からの椅子づくり体験が行われました。
　間伐ボランティアの方、昨年に続き2度目の参加というファミリー、
木材について研究する学生さんなど、お子さんも含めて9名の参加
でした。
　まずは、様々なサイズの丸太（間伐材）の中から好きな木を選び、
作りたい椅子のイメージに合わせて本体部分を切り出します。丸太
を切るのはチェンソー。チェンソーの扱いは危ないので、今回の講
師でもある森林組合の山田政和さんとおいでん・さんそんセンター
森林部会の山本薫久さんにイメージを伝えて、丸太を切ってもらい
ます。間伐ボランティアなどで経験のある方は、山田さんにアドバイ
スを受けながら、自分のチェンソーを使って切っていました。
　脚となる部分を加工して、仕上げに、グラインダーでバリを取り、
表面や角を磨いたら出来上がりです。3時間ほどの作業で、それぞれ
工夫やアイデアを凝らして、個性ある椅子やベンチができ上がりま
した。
　「木材は簡単に加工できるので、これからも使ってもらいたい」と、
講師の山田さんが話すと、参加者からは「みんなで作ると楽しい」、
「残った木材を、家でも使いたい」、「遊び場で、子どもたちとワーク
ショップ的にやるのもいいね」などの感想が聞かれ、これからの木の
活用や広がりが期待できそうです。（鈴村英衣）
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REPORT

足助
　 あ す け    

樹木を使ったオリジナル木工
教室（スツール・椅子）
 気負わず木材を加工するきっかけに 伝統の技をスプーン作りで気軽に体験

REPORT

　11月25日（日）、小原の寿楽荘を会場に「蒔絵体験」が開催されまし
た。何とマイスプーンが作れて、夢とろろ御膳のランチに平畑温泉に
入れてと超お得な体験プログラムで満席です。
　案内人の漆芸家、安藤源一郎さんから、「昔は小原や足助では盛ん
に漆が栽培されており、日光東照宮の建立では三河漆が沢山使われ
たという記録がある」というお話がありました。
　小原は和紙工芸で有名です。麻布を漆ではり合わせて仏像などを
作る乾漆という技法や、和紙に漆を塗る紙胎（したい）という技法もあ
り、和紙工芸と漆工はつながっているそうです。
　今回体験する蒔絵は、加飾の技法の一つで、漆で文様を描き、金粉
などを振り掛けて文様部分に固着させる技法です。
　まずは、用意して頂いたスプーンの下書きに描きたい文様を考え
ます。次にスプーンにえんぴつで下書きを写します。漆は粘りがある
ので、えんぴつで描けるような細い線や細かい文様は描くのが難しい
そうです。今回は複数の色を使うので、配色や固着させる順番も考え
て、漆を塗っていきました。最後に色粉を筆で掃くように漆に乗せて、
出来上がりです。
　参加者の皆さん、思い思いの文様に色を乗せて、綺麗なマイスプー
ンが出来上がりました。（西田又紀二）

小原
 お ば ら    

蒔絵（まきえ）の技で
マイスプーンをつくろう

と
よ
た
里
山
猪
カ
レ
ー

誕
生
物
語

　

は
じ
ま
り
は

　

社
員
の
農
業
研
修

　

２
０
１
６
年
４
月
、外
食
チ
ェ
ー

ン
店
を
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
経
営
す
る

㈱
ワ
イ
ズ
は
、セ
ン
タ
ー
の
マ
ッ
チ
ン

グ
に
よ
り「
食
材
の
現
場
を
知
る
」農

業
研
修
を
旭
地
区
伊
熊
町
の
遊
休
農

地
で
始
め
ま
し
た
。

　
「
社
業
を
通
じ
た
地
域
貢
献
が
で

き
な
い
か
」と
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

た
の
は
、研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
終

え
た
同
年
12
月
で
し
た
。農
業
研
修

を
通
じ
、獣
害
対
策
が
山
村
地
域
の

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
山
本
社
長
の
妄
想
は
、カ

レ
ー
の
プ
ロ
が
作
る「
猪
肉
カ
レ
ー
」

で
し
た
。二
つ
返
事
で
全
面
協
力
を

申
し
出
た
セ
ン
タ
ー
が
す
ぐ
に
動
き

始
め
ま
し
た
。

　

重
い
空
気
の

　

第
１
回
商
品
開
発
会
議

　

２
０
１
７
年
２
月
、セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
第
１
回
商
品
開
発
会
議

に
は
、㈱
ワ
イ
ズ
、足
助
高
校
、㈱
山

恵
、㈱
と
よ
た
山
里
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
、足
助
観
光
協

会
、足
助
商
工
会
、豊
田
Ｊ

Ｃ
、豊
田
市
農
政
課
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

最
少
製
造
ロ
ッ
ト
２
２

０
０
食
の
製
造
、宣
伝
コ
ス

ト
な
ど
数
百
万
円
に
対
す

る
助
成
制
度
は
、八
方
手
を

尽
く
し
た
が
見
つ
け
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。２
２
０
０

食
を
ど
う
売
り
捌
く
か
、誰
が
リ
ス

ク
を
背
負
う
か
が
議
論
さ
れ
て
い
ま

し
た
。空
気
を
一
変
さ
せ
た
の
は
、㈱

ワ
イ
ズ
山
本
社
長
の
一
言
で
し
た
。

　
「
言
い
出
し
た
の
は
私
。全
て
当
社

で
負
担
し
ま
す
。皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」。「
猪
肉
カ
レ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
一
気
に
動
き
出
し
ま

し
た
。

    

第
１
弾﹁
猪
肉
キ
ー
マ
カ
レ
ー
﹂

　

２
０
１
７
年
７
月
の「
猪
肉
キ
ー

マ
カ
レ
ー
」の
発
表
会
に
至
る
ま
で

に
６
回
に
及
ぶ
商
品
開
発
会
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。試
作
品
の
試
食
や

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
、ポ
ス
タ
ー
な

ど
の
宣
伝
戦
略
、プ
ロ
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
足
助
高
校
文
芸
部
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
検
討
会
な
ど
一
つ
の
商
品
が

生
ま
れ
る
た
め
に
は
、膨
大
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
思
い

知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
商
品
発
表
会
場
と
な
っ
た
足
助
高

校
に
は
、太
田
市
長
は
じ
め
、来
賓
、

多
数
の
報
道
陣
が
詰
め
か
け
、高
校

説明する安藤氏（右）

あんどう げんいちろう

 プログラムNO.16

いなか暮らし
博覧会　
開催レポート

11月23日（金）から12月16日
（日）に行われた28プログラ
ムから２つをご紹介します。

 プログラムNO.24++

やまだ まさかず

やまもと  しげひさ

熱心に作業に取り組む参加者 個性が光るスプーンが完成作品を並べて記念撮影

生
が
中
心
と
な
っ
た
運
営
に
温
か
い

声
援
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
2
弾﹁
猪
肉
和
風
カ
レ
ー
﹂

　

第
２
弾「
猪
肉
和
風
カ
レ
ー
」は
、

実
は「
キ
ー
マ
カ
レ
ー
」の
検
討
段
階

か
ら「
ゴ
ロ
ッ
と
し
た
肉
感
の
あ
る

カ
レ
ー
を
」と
い
う
商
品
開
発
会
議

で
の
意
見
を
踏
ま
え
、試
作
や
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
キ
ー
マ

カ
レ
ー
」へ
の
市
場
の
反
応
を
良
好

と
認
め
、２
０
１
８
年
４
月
と
５
月
、

２
回
の
商
品
開
発
会
議
を
経
て
、６

月
に
は
商
品
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
２
０
１
９
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
足
助
高
校
の「
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
類

型
」を
見
据
え
た
課
外
授
業「
地
域
に

学
ぶ
〜
ジ
ビ
エ
を
通
じ
た
い
の
ち
の

授
業
」と
抱
き
合
わ
せ
て
行
わ
れ
た

商
品
発
表
会
も
、高
校
生
の
活
躍
が

目
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
猪
肉
カ
レ
ー
」は
２
０
１
８
年
12

月
ま
で
に
３
万
７
９
０
０
食
が
製
造

さ
れ
、２
万
１
０
０
０
食
が
販
売
さ

れ
ま
し
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の

　

宝
に
選
定

　
こ
の
一
連
の
取
組
を
、第
５
回
デ
ィ

ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝
に
応
募
し

た
と
こ
ろ
、選
定
地
区
に
選
ば
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

選
定
証
授
与
式
、首
相
な
ど
と
の

交
流
の
場
に
お
い
て
も
、２
人
の
高

校
生
の
存
在
は
際
立
っ
て
い
ま
し

首相と握手する高校生

㈱ワイズ、足助高校、㈱山恵の3者とおいでん・さん
そんセンターで太田稔彦豊田市長に報告に行った

梅村凛音くんがデザインした
キャラクター「いのりん」

授与式の翌日は、日本橋で行われたマルシェで
カレーを販売した

た
。首
相
と
話
し
た
内
容
も
忘
れ
る

ほ
ど
緊
張
し
て
い
た
セ
ン
タ
ー
長
と

は
対
照
的
に
、２
人
の
高
校
生
は
に

こ
や
か
に
談
笑
し
、首
相
と
握
手
を

交
わ
し
て
い
ま
し
た
。　

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
な
け
れ
ば

出
会
う
こ
と
も
な
か
っ
た
３
者
が
セ

ン
タ
ー
の
仲
介
で
つ
な
が
り
、そ
れ

ぞ
れ
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
し
、地

域
特
産
品
と
し
て
の
新
た
な
価
値
と

経
済
循
環
を
生
み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、山
里
の
豊
か
な
食
文
化

「
ジ
ビ
エ
」の
振
興
に
も
大
き
く
貢
献

し
ま
し
た
。一
人
で
は
解
決
で
き
な

い
こ
と
が『
つ
な
が
る
』こ
と
で
解
決

で
き
る
。セ
ン
タ
ー
自
慢
の
マ
ッ
チ
ン

グ
事
例
と
な
り
ま
し
た
。（
坂
部
友

隆
）


